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1. はじめに 

近年，WEAR [1]などのコーディネートサイトが登場し，

利用者も増加してきている．しかし，掲載の情報量の多

さから，ユーザが自身の志向に適したコーディネート画

像やコーディネータを探すことは，必ずしも容易とは言

えない．このような背景を踏まえ，著者の所属する研究

室では，自身のコーディネート画像を入力として，類似

コーディネート検索やコーディネータ推奨を行う LINE

ボットを試作し，改良してきた[2][3]．本稿では，この試

作 LINE ボットの更なる改良に向けて実施した，類似コ

ーディネート検索法についての評価実験について報告

する． 

2. 試作 LINE ボットの現状 

先行研究[2]における試作 LINE ボットでは，人体部

位領域抽出技術である CDCL[4]を導入することにより，

コーディネート画像中の色特徴量を適切に抽出し，そ

れを基に類似コーディネート検索を実行していた．しか

し，アイテムカテゴリが考慮されていない問題点が存在

したため，著者らはアイテムを考慮した新たな方式を考

案した[3]．より具体的には，この改良方式では，アイテ

ム領域抽出のために，ファッション画像データベース

Modanet[5]に基づいて学習したMask-R-CNN[6]を用い

ることで，アイテムの領域やその信頼度の抽出を可能と

した．また，抽出されたアイテム信頼度に基づいた距離

関数を導入し，アイテムカテゴリの考慮を可能とした．た

だし，本改良方式は幾つかの画像例で健全に機能して

いたものの，その定量的な評価は未実施であった．  

3. 評価実験 

本評価実験では，まず，WEAR[1]から収集した計

4,571 枚のコーディネート画像から，10 枚の検索画像を

無作為に選んだ．ただし，露出の多いもの，全身が写っ

ていないもの，複数人が写っているものに関しては排除

している．そして各検索画像例に対する比較対象画像

として，従来方式[2]と改良方式[3] のそれぞれで上位 5

位の類似コーディネート画像と，無作為で選択した 5 つ

のコーディネート画像を準備した．図 1 は，両方式を用

いて，1つの検索画像例の類似コーディネート上位 5位

を出力した結果である．その後，アンケートツールを用

いて，各検索画像と比較対象画像を並べて表示し，そ

の類似性を SD 法により 5 段階にて評価させた．なお，

アンケートの回答者は 30名であった．そして，実施した 
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(a) 従来方式による上位 5位の類似コーディネート 
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(b) 改良方式による上位 5位の類似コーディネート 

図 1 類似コーディネート例 

 

アンケート結果から得られた両方式の得点分布に対し

て，従来方式に対する改良方式の優越性についてマ

ン・ホイットニー片側U検定を実施した．その結果，上位

5位の得点分布では，有意水準 10%での有意性のみ確

認する結果であったが，上位 3 位に絞った得点分布で

は，有意水準 1%での有意性を確認する結果を得た． 
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